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本
年
（
令
和
元
年
）、
蒲
郡
市
文
化
協
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
中
村

達
で
す
。
思
い
が
け
ず
、
前
会
長
金
原
氏
よ
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま

し
た
。
微
力
で
す
が
全
力
で
任
を
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
林
・

佐
野
副
会
長
、
鈴
木
事
務
局
長
は
留
任
と
な
り
、
竹
内
慶
星
氏
が
新
た

に
副
会
長
に
な
り
ま
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
三
役
を
務
め
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

蒲
郡
市
文
化
協
会
（
以
下
文
協
と
略
）
は
、
来
年
五
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
半
世
紀
の
歳
月
を
思
う
と
き
、
深
い
感
慨
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

会
を
立
ち
上
げ
て
頂
い
た
先
人
に
、
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま

す
。
ま
た
、
長
い
あ
い
だ
発
展
、
維
持
に
努
め
て
来
ら
れ
た
諸
先
輩
に

も
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
五
十
周
年
記
念
行
事
に
向
っ
て
、

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

文
化
の
語
源
は
、
耕
す
か
ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
こ
の
語
源
に
継
続
を
含
め
て
考
え
て
い
ま
す
。
少
し
ば
か
り
耕
す
の

は
文
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
象
に
近
い
も
の
で
し
ょ
う
。
文
協
五
十

年
の
活
動
は
、
幾
多
の
先
人
の
努
力
に
よ
る
賜
物
で
す
。　

　

五
十
年
を
省
み
ま
す
と
、
昭
和
は
ア
ナ
ロ
グ
、
平
成
は
デ
ジ
タ
ル
、

そ
し
て
令
和
は
ど
ん
な
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
Ａ
Ｉ
の
時

代
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
子
供
の
遊
び
と
思
っ

て
い
た
ゲ
ー
ム
が
、
今
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
技
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
医
療
、
介
護
に
於
け
る
Ａ
Ｉ

の
重
要
性
は
増
し
て
来
る
で
し
ょ
う
。
文
化
の
分
野
に
於
い
て
も
、
新

し
い
風
が
吹
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
文
協
は
い
ま
、
少
子
高
齢
化
、
文
化
の
多
様
性
な
ど
多
く

の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
現
実
に
出
来
る
こ
と
は
、
何
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。「
高
齢
者
よ
、
嘆
く
な
か
れ
。
若
者
よ
り
も
時
間
に
少
し

余
裕
が
あ
り
、
経
験
も
知
恵
も
あ
る
」
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。
私
も

共
感
し
ま
す
。
付
け
加
え
れ
ば
「
今
を
大
切
に
生
き
る
」
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

七
十
歳
を
過
ぎ
た
私
は
「
風
土
」
と
言
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

蒲
郡
の
豊
か
な
自
然
と
人
間
の
生
活
、
そ
し
て
時
間
が
融
合
し
た
「
風

土
」
で
す
。
こ
の
「
風
土
」
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
の
多
く
が
、
日
本
人
の
生
活
と
自
然
の
関
わ
り
の
豊
か

さ
を
言
葉
に
し
ま
す
。
日
本
人
の
文
化
の
原
点
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
文
化
の
活
動
は
「
風
土
」
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
蒲
郡

の
「
風
土
」
へ
の
感
謝
の
気
持
を
、文
協
に
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

元
号
が
令
和
に
変
り
ま
し
た
。
万
葉
集
の「
初
春
令
月 

気
淑
風
和（
新

春
の
好
き
月
、
空
気
は
美
し
く
風
は
や
わ
ら
か
）」
よ
り
来
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
に
相
応
し
い
元
号
で
す
。
文
協
は
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新

た
な
変
革
の
時
代
に
対
応
し
た
、
柔
軟
な
発
想
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
文
協
の
基
本
方
針
に
「
市
民
文
化
の
高
揚
と
振
興
に
寄
与
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
蒲
郡
市
と
手
を
携
え
、
文
化
の
ま
ち
蒲
郡

の
発
展
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
文
化
協
会

会　

長　

中

村
　

達
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令
和
元
年
度
の
東
三
河
部
の
芸
能
大
会
が
七
月
七

日
豊
川
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

十
二
時
半
か
ら
の
式
典
に
続
い
て
、
十
三
時
か
ら

豊
川
市
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
」
に
始
ま
り

設
楽
町
の
「
大
正
琴
」

田
原
市
の
「
和
太
鼓
」

豊
橋
市
の
「
津
軽
三
味
線
」

新
城
市
の
「
義
太
夫
」「
舞
踊
」
と
続
い
て
、

蒲
郡
市
は
舞
踊
部
会
の
佳
福
會
社
中
の
方
が
長
唄「
藤

娘
」、
清
元
「
青
海
波
」
を
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
は
ま
た
豊
川
市
の
「
歌
謡
」
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

華
道
教
室

　
　蒲
郡
市
西
部
公
民
館

　

六
月
の
毎
週
木
曜
日
四
回
、

生
け
花
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

一
回
目
は
基
礎
を
活
け
る

　

二
回
目
は
玄
関
の
花
（
和
）

　

三
回
目
は
玄
関
の
花
（
洋
）

　

四
回
目
は
床
の
間
の
花
、

　

花
材
の
水
揚
げ
方
と
い
う

事
で
、
毎
回
か
わ
っ
た
花
を

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、

皆
さ
ん
楽
し
く
活
け
て
み
え

ま
し
た
。

コ
カ
リ
ナ
教
室
　
　

蒲
郡
公
民
館

　

七
月
の
毎
週
金
曜
日
四
回
、

コ
カ
リ
ナ
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

最
初
に
基
本
の
音
出
し
な
ど

を
教
わ
り
、
そ
し
て
練
習
曲
に
、

「
た
こ
た
こ
あ
が
れ
」「
故
郷
」「
か

え
る
の
う
た
」「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
な
ど
全
九

曲
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
皆
さ

ん
、
初
心
者
と
は
思
え
な
い
上
手

さ
で
、
そ
の
ま
ま
教
室
と
し
て
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●

６月２日

６月16日

ラヴィールバレエ発表会 ６月２日 蒲郡女声コーラス第12回定期演奏会
市民会館大ホールにて、45
名によるコンテンポラリー
（現代舞踊）作品を上演した。

「音楽のまち」として積極的
に音楽活動を行っている。
蒲郡市で初めての女声コー
ラスとして発足して以来、
今年で42年を迎える。

蒲郡公民館にて、参観者約
200人。地区の皆さんと親睦・
交流が深まり、日本伝統芸能
の育成と保存に努めることが
できた。

第32回琴伝流コンサート
６月16日 民踊合同勉強会

岡崎市民会館にて、全国
よりテープ審査で選ばれ
た30チームの大正琴ア
ンサンブルコンサートが
行われた。

県
文
連
東
三
河
部

県
文
連
東
三
河
部

芸

能

大

会

芸

能

大

会

初
心
者
の
た
め
の

初
心
者
の
た
め
の

文

協

講

座

文

協

講

座
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【
法
人
・
団
体
】	
50
団
体
　71
口

蒲
郡
信
用
金
庫	

10
口

Ｊ
Ａ
蒲
郡
市	
５
口

㈱
オ
ダ
看
板
工
芸
社	

２
口

㈱
サ
ン
ジ
ュ
堂
印
刷	

２
口

㈱
鈴
木
新
聞
舗	

２
口

㈱
ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー	

２
口

蒲
郡
厚
生
館
病
院	

２
口

蒲
郡
ホ
テ
ル	

竹
内
良
一	

２
口

蒲
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ	

２
口

ダ
ス
キ
ン
き
ん
ば
ら	

２
口

い
ー
は
と
ぶ
会

今
岡
組
㈾

大
塚
印
刷
㈱

額
縁
工
房
ぶ
わ
ん

菓
子
司
新
月

菓
子
司
梅
月
園
六
花

菓
子
司
両
口
屋

形
原
詩
民
ク
ラ
ブ

㈱
杉
村
建
設

㈱
鈴
木
文
具

㈱
佛
源

蒲
郡
国
際
交
流
協
会

蒲
郡
相
撲
甚
句

蒲
郡
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

蒲
郡
民
謡
会

蒲
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

菊
園
製
菓
舗

琴
修
会

く
す
の
き
会

さ
ざ
な
み
会

笹
野
バ
レ
エ

三
味
線
ゑ
ん
の
会

Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス

篠
田
社
中

支
部
蒲
郡
岳
風
会

短
歌
金
曜
会

中
日
写
真
協
会

つ
げ
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

と
ら
や
製
菓

俳
誌
三
河
会

花
豊
㈲

花
の
店
花
木
土

花
水
木
短
歌
会

フ
レ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
か

ポ
プ
ラ
矯
正
歯
科

松
山
歯
科
医
院

民
舞

名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

八
劔
雅
楽
倶
楽
部

遊
刻
倶
楽
部

【
個
人
】
　
　
　48
名
　50
口

坂
部　

傑　
　
　

２
口

服
部　

正
昭　
　

２
口

青
山　

義
明　
　

浅
井　

彗
雪

板
倉　

宗
真　
　

伊
藤　

治
輝

大
須
賀　

林　
　

大
塚　

幸
子

大
竹　

翠
葉　
　

大
場　

康
議

大
山　

敬
子　
　

岡
本
八
千
代

尾
﨑
八
重
子　
　

小
田　

芳
園

壁
谷　

桔
華　
　

壁
谷　

禮
伺

木
村
君
多
香　
　

小
泉　
　

茂

近
藤　

向
華　
　

榊
原　

松
玉

佐
久
間
祥
煙　
　

杉
浦　

英
鳳

杉
浦　
　

才　
　

杉
田　

翠
風

鈴
木　
　

寧　
　

鈴
木　

宗
和

鈴
木　

博
翠　
　

鈴
木　

将
浩

鈴
木　

睦
子　
　

竹
内　

慶
星

竹
内　

滋
泰　
　

竹
内　

政
雲

竹
内　

宗
綏　
　

中
野　

宗
恵

新
実　

祥
悟　
　

西
川
佳
ふ
久

西
川　

延
子　
　

羽
田
喜
久
司

花
柳
家
登
紀　
　

林　
　

正
夫

早
瀬　

恵
雲　
　

平
井　

宗
昌

藤
田　

海
陽　
　

藤
田　

裕
喜

松
井　

晨
翠　
　

三
浦
千
恵
子

三
喜　

清
菊　
　

喚
田　

孝
博

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●

ギャラリーたか
ちぎり絵・陶芸二人展７月３日～７日

隆の米寿写真展　8月8日～ 18日

月例茶会　三興庵にて

第9回墨彩画合同展　６月28日～30日

ちぎり絵 近藤佐代子さん
陶芸 市川勝代さん
連日多くの方がみえて賑やか
で楽しい雰囲気の会場となっていた。

　博物館ギャラリーにて
楽寿会、墨佳会、土曜会、美楽留会
の４グループ合同の作品展で、梅
雨時にもかかわらず多くの方がみ
え、楽しい雰囲気の会場であった。

華やかに！
　賑やかに！

琴、三味線、
尺八の楽しい
演奏会でした。

邦楽コンサートひびきVOL.11

６月２日平井宗昌先生、７月７日鈴木宗和先生が席
主として釜を掛けられ、それぞれ100人以上の方が
１日お茶を楽しまれた。

米寿を記念して長年撮りためた
写真を8月8日から展示し、当
時の思い出などに話が弾んだ。 市民会館中ホールにて

令
和
元
年
度
特
別
会
員  

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
・
一
口
の
場
合
口
数
省
略
）
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お　知　ら　せ

市 民 文 化 祭 の ご 案 内市 民 文 化 祭 の ご 案 内
＊展示関係は９時半（菊花展は９時、書道・工芸展は10時）～ 17時（最終日は16時まで）

＊10時～ 17時 （最終日は16時まで）

文化財めぐり　　　11月13日㈬ 奈良：橘寺・聖林寺・橿原神宮

協賛：小中学校音楽祭　11月16日㈯ 13時～15時半 市民会館大ホール
　　　蒲郡っ子作品展　１月24日㈮～26日㈰  博物館ギャラリー

開 会 式
１１／１㈮
１０時～
中ホール

菊 花 展

俳 句 会

11/１㈮～３（日・祝）
大ホールロビー

11/23（土・祝） 受付12時～
大会議室

写 真 展
11/８㈮～10㈰

水 墨 画 展
11/15㈮～17㈰

絵 画 展
11/１㈮～11/３（日・祝）

芸能発表会
11/２㈯９時45分～16時20分
11/３（日・祝）　 10時～17時15分

中ホール

書道・工芸展

皐月盆栽展

11/１㈮～３（日・祝）
東ホール

11/16㈯・17㈰
大会議室

11/３（日・祝） 13時～16時
東会議室

11/16㈯・17㈰
中会議室

11/３（日・祝） 10時～15時
大会議室・三興庵

11/16㈯・17㈰
東ホール

洋楽発表会
１１／１７㈰

１３時半～１６時１０分
大ホール

短 歌 会

水 石 展

筝曲演奏会
11/23（土・祝）
10時～17時
中ホール

市 民 茶 会

華 道 展

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
秋のお楽しみ展示　スタンプおじさんの切手大集合 10月26日㈯～11月		4日（月・休）

開館50周年記念　読書週間イベント 10月26日㈯～11月10日㈰

写真集団「雲」作品展 11月		7日㈭～17日㈰

おはなしおばさんのかわいい仲間たち展 11月23日（土・祝）～12月８日㈰

海のコト、何でも学べる！三谷水産高校展 12月14日㈯～22日㈰

開館50周年記念　ぬいぐるみのおとまり会 12月15日㈰～18日㈬

新春色紙短冊展 		1月		4日㈯～		9日㈭
		作品募集11/30㈯～12/22㈰

特別展　さわって見よう“触図って何？
　　　　－手からウロコの触図展Ⅲ－ 		1月13日（月・祝）～		2月		2日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL67−5151）
月例茶会　席主：尾﨑宗重（表千家） 12月		1日㈰

愛知県文連美術展出品案内
部　　門：日本画（水墨画を含む）・洋画・工芸・彫刻・書
開催期間：12月 24日㈫～ 1月５日㈰	 愛知県美術館ギャラリー（12/28 ～１/３休館）
出品受付：11月 11日㈪～ 11月 25日㈪	 募集要項は文協事務局にあります


